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ドローンとHMDを利用した高高度３Ｄ視聴システムの開発
Development of High-Altitude 3D Viewing System













































































































































こなった。最高で 50mの高度まで上昇し，15 〜 30mの高度からの撮影を中心におこなった。
　人口密集地におけるドローンの飛行は小型無人機等飛行禁止法によって規制があり，特定の





のソフトウェアであるDual Screen Video Maker（AuDane Software社）にて，２つの動画を左右に
並べた 2560 × 720ピクセルの動画に変換し（図 2-4），さらに動画形式を修正するソフトウェア











































影は人間の瞳孔間隔に近い 60 〜 70mmを用いるが，カメラ間隔を広くすることで，高高度から
の撮影でも左右の映像の違い（仮想的な両眼視差）が明確となり，３Ｄ効果が得られることが
わかった。特に映像内に近距離の対象物がある場合は，その効果が高くなる。立位における瞳
孔の高さは約 1.5m（日本人成人女性平均）なので，今回視聴対象とした高度 15m〜 30mからの
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